第５０回　京都句会 ＭＥＭＯ　　　　　　　　　　  2017/5/02（火）
吟行地 五箇荘 近江商人屋敷
句会場 てんびんの里文化学習センター
１３:００～１６:４０
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔指導〕  河原地 英武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔参加者〕　　 　6名
ゴールデンウイーク中ながら、間の平日に句会が行われるというラッキーな日でした。京都は多くの人で溢れていましたが、そこはお見通し済み、ということで滋賀県の五個荘にJRを使っての集合。近江商人発祥の地　てんびんの里に集いました。個人的には、車で何度と通っているのですが、こんなに静かで良い場所とは知りませんでした。能登川の駅からバスもありますし、遠いという感じはしませんでしたので、一人でも大勢でも吟行に出掛けられてはいかがでしょうか。
今回の句会は、お二方の不在投句もいただきまして盛り上がりました。感謝、感謝でございます！
【 定例句会 】
河原地さんの選句 
汚れなき十指開けり啄木忌　　　　　　徒歩　

起きぬけの水の甘さや夏近し　　　　　万里子
総身に花を浴ゐる鬼子母神　　　　　　俊雄
姉川を染めてこぼるる花や花　　　　　秋麦
【特選】人も樹も雨に憩へる仏生会　　　　　　俊雄
汚れなき十指開けり啄木忌　どうして指を開いて見ているのだろうと思いましたが、作者は徒歩さんでしたか。お仕事のせいかもしれませんが・・・ そこを敢えて「汚れなき」と言った。作者はよほど自己愛が強いのだと思いました。そこが面白いのですよ。嫌味がありませんよね。啄木という人もある意味で言いますと、ものすごく灰汁の強い人でしたしね。この季語でなるほどと納得しました。
起きぬけの水の甘さや夏近し　これは、とにかく気持ちがいいですよね。どなたかのコメントにもありましたように、「起きぬけの」とか「寒の水」といった詠まれ方は割りと見られるように思うのですが、ここは、やはり夏の水の甘さといったところ、ここが納得だなと思いました。健康そのものの句ですね。
総身に花を浴ゐる鬼子母神　鬼子母神、いろいろと伝説がありますけれど、像に花が降り次いでいるところがドラマチックでもあり、胸が熱くなるような情景を思い浮かべました。総身に花を浴びゐる鬼子母神 の送り仮名はいると思います。
姉川を染めてこぼるる花や花　姉川といえば合戦の地ですね。「染めて」ということで、一面に花が降りしきっている感じです。そこに、更に「花や花」と繰り返したところ。割りと、「染めて」まではよくある言い方かもしれないと思うのですが、ここまで花を強調するところにぐっと引き込まれました。
人も樹も雨に憩へる仏生会　仏生会というのはお釈迦様の誕生日。そうすると、私は、沙羅双樹が茂ったような感じで、どこか亜熱帯をイメージするのですが、人も樹も同じように・・・ そう、同じようにっていったところが正に仏教的とでもいいましょうか、そういった思想めいたものを感じました。とても深い句だと思いました。
＊＊＊＊＊＊＊

春雷の九体寺の縁猫ねまる　上五を「の」で続けていいかな という印象を持ちました。春の雷/九体寺の縁猫ねまるとするところでしょうか。（英武）
羽搏きを真似てゐる子に風光る　私には、中七のところが、どうして真似しているんだろうかと解釈しきれなかったです。（英武）

ぶらんこと青空映るにはたずみ　昨夜の雨を溜めた水たまりを覗いたら、空とぶらんこの板が映り込んでいたという、雨上がりの様子を詠みたかったのですが、何方もそうとは解釈していただけなかった問題作でした。
「ぶらんこと青空の二つも要らない」「作者の位置がわからない」「にはたずみは、そんなに大きくない」「ぶらんこしていないとは思わなかった」「にはたずみが合わない」「にはたずみに句の重心がある訳だから、乗っている人の視線になってないのはおかしい」等々コメントをいただきました。（哲半）
箒目の鞠庭よぎる蝶の影　句材が多い印象を受けるといったコメントがありました。他に、「鞠庭」という言葉があるのですか？ という話がありましたので、参考までに調べました。鞠庭・鞠場・鞠懸(マリガカリ)などというそうです。
鞠坪とした句もありましたが、ネット検索では見受けられませんでした。坪の内（中庭）坪庭といった言葉が関係しそうです。
京都市役所前広場
赤錆ぶるパリのガス燈花曇　　私は、前書きと句が良く合っていて、お洒落な感じがいいと思って頂きましたが、意見をまとめますと、「パリ」が要らないのでは？ ということになっていたと思います。（哲半）
朝桜蕾の先に雨膨る　意味は分かりますが、<朝桜>は咲いている桜を指しているので、蕾を詠むのはおかしいです。（英武）「咲いているのと蕾と混じっていたのですが」と私の言い訳には、そうなってくると句としてくどいとのことでした。また、「雨膨る」もおかしくて、膨れているのは「雨の滴」でしょうし、雨は全体的に降っているものであって、膨れたりしません とのことでした。（哲半）
「鯨肉の刺身あり〼」昭和の日　「」を取ってしまってはどうでしょうか。ある意味、ネタばれといいますか、「」の無い方が、面白味が出てくるような気がします。（英武）
湖の碧桜蕊散る日和かな　上五で切れているので、「かな」で止めてもいいのですか？ という質問がありました。「上五で確かに切れていますが、軽く切れている感じですね。こういった作り方の句は、よくありますので特に問題とは思わない」（英武）とのことでした。
また、「桜の場合は美しさが横綱級だから、こういう、ちょっと破調が合う時もある季語かなと思います。」（英武）とかなり微妙なニュアンスのコメントをされていました。今、これを書いているときには、何となく分かるような気がしていますが・・・ 難しいですね。
水遣りの蛇口閉づるや虻の音　「虻の音」というところに疑問があるというコメントがありました。本来は「虻の羽音」となるところ。私は、選にも頂いたように、すごく解る気がしていましたので気付きませんでした。句会では幅広く意見が聞けるのがいいですね。（哲半）
藤の房吹かれて香りこぼしけり　「香りこぼしけり」が言えそうで、なかなか言えない気がしています。そこは感性の問題ということになるのでしょうか？ 私の場合、危ない綱渡りに挑戦することもありますが、大抵は落ちて痛い目にあっています。（哲半）

目高飼ふタワーマンション十二階　河原地さんの選には入りませんでしたが、三人が全て特選でいただきました。また、それぞれに少しずつ評の異なったところが面白く感じました。
目高という小さいものが、十二階もあるようなタワーマンションの近代的なところで飼っているというのが面白いという、こういった心理状態も一つあるのではないでしょうか（秋麦）
見上げるタワーマンションからズームアウトしていきますと、目高も飼われているし、目高を飼っている人間も、実は飼われているように見えるところが面白いと思っていただきました。（哲半）
現代の孤独というものを感じました。（徒歩）
堰落つる水音遠く糸桜　細かく言うと、堰を落ちているのは水音ではなくて水ですよね。ここは「水の音」とするでしょうか。原句だと音が落ちてしまうことになるとコメントをいただきました。ですが、まだ納得できておりません。
【水音】水が落ちたり、流れたり、また水に物が落ち込んだりして、立てる音。
何に気付いていないのかご指摘いただけますとありがたいです。（哲半）
＊＊＊＊＊＊＊

＜ 今日の一句 ＞

絵手紙に元気の二文字れんげ草 悦枝 
人も樹も雨に憩へる仏生会 俊雄 
起きぬけの水の甘さや夏近し 万里子 
目高飼ふタワーマンション十二階 忽布 
姉川を染めてこぼるる花や花 秋麦 
汚れなき十指開けり啄木忌 徒歩 
河原へと長きスロープ雪柳 哲半 
京都市役所前広場 
赤錆ぶるパリのガス燈花曇 佳子 
空のいろ映し海月は砂浜に 英武
ご意見等がありましたら、よろしくお願いいたします。　ぺこり
